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明治学院大学 岡本多喜子教授ら高齢者施設処遇史研究会が 

国内で最も古いケース記録を書籍化 

『浴風園ケース記録集－戦前期高齢者施設の「個人記録」１１０－』 
   

 明治学院大学社会学部の岡本多喜子教授を中心とする高齢者施設処遇史研究会は、日本の高齢者施設の

先駆形態である養老院の戦前期における利用者の生活記録としては国内で最も古いとされている「浴風園」の

ケース記録をまとめた『浴風園ケース記録集―戦前期高齢者施設の「個人記録」１１０―』を発刊しました。 

 

 この書籍には浴風園の設立から敗戦まで入所していた約 2,600 人のうち 110 人のケース記録を掲載。記録に

は、入園にいたるまでの経緯や入園後の生活状況、職員の対応などが記されており、入所者の心身の状態や

生活態度を把握し、個々の状況に応じた保護処遇（ケア）方法を見出していたことがよくわかります。ケースワー

クが一般に普及していなかった戦前期の日本において、このケース記録は最先端であり、他の養老院などでは

同様の例がない、非常に貴重な資料です。また、資料からは当時の利用者を取り巻く環境や社会状況なども読

み取ることができ、現代の支援の在り方にも通じる部分が多く、今後、社会福祉の分野にとどまらず、様々な分

野で研究資料として利用されることが期待されます。 

  

 この 1990 年代から開始した高齢者施設の処遇史の調査・研究は、2009 年度～2013 年度の科学研究費助成

事業にも採択されています。社会福祉法人浴風会に残る高齢者施設「浴風園」の資料については、2005 年から

およそ 10 年の月日をかけて、研究を進めてきました。2015 年、浴風会が創立 90 周年を迎えるにあたり、これら

の資料を翻刻したこの書籍を発刊するはこびとなりました。 
 

※書籍の詳細については、別紙をご覧ください。 
 

■社会福祉法人浴風会について（所在地：東京都杉並区） 

1923（大正 12）年に発生した関東大震災の被災高齢者等の保護を目的とし、1925（大正 14）年に財団法人の養老院として、内務省

（現・厚生労働省社会・援護局）主導で設立。2015年には創立90周年を迎え、現在も高齢者関連の社会福祉事業を継続している。 

 

岡本多喜子教授のコメント 
 この個人記録集は、戦前期の日本でも高齢者の入所施設である養老院で、ケースワーク実践が行われてい

たことを示す貴重な資料です。それは当時の浴風園職員の質の高さを示しています。高齢者のお世話をする

ためには、その高齢者個人のことをよく知ることが前提であるという、現在では当然のことですが実際には難し

いことを、とても丁寧に個人記録として残しています。問題を起こした高齢者に対し、丁寧に対応している職員

の様子は、今日のケアを検討する一助にもなります。それだけではなく、天保・安政の時代に生まれた方の高

齢になるまでの記録としても興味深く読むことができます。
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